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大寒も過ぎ、暦の上では、まもなく立春を迎え

ます。今年は例年以上に寒さが厳しく、また新型

コロナ感染予防対策もあり「春、なおまだ遠し」

といったところかと思います。

先日、今年度最後の教育センター調査研究委員

会がありました。所報でもお伝えしましたが、令

和3年度は「学習指導」「特別支援教育」2つの

委員会に 11名の先生にご協力いただき、テーマ

に沿って研究を進めていただきました。3月上旬

には「研究紀要」にて成果の報告ができると思い

ます。お忙しい中での研究の推進に対して委員の

先生方には改めて感謝申し上げます。

さて、今回からのGIGA通信では、学習指導調

査研究委員の先生方の 1人 1台端末の活用実践

について紹介させていただきます。

今回は、植野小学校の先生の取り組みです。所

属長である校長先生と一緒にロイロノートを利用

した 4年生算数の授業を参観させていただきまし

た。内容は複合図形の求積で、児童の多様な考え

から合理的な求積方法を児童が見つけ出す内容で

す。全ての児童が生き生きと活動に取り組み、

「児童主体の学び」を感じる素晴らしい授業でし

た。

1時間の授業の中に「主体的な学びへに向けた

端末活用」のポイントを数多く確認できました。

その中でも特に先生方にお知らせしたいと思っ

た事を以下に紹介します。

ポイント１：端末の利用は指示があってから

（利用の約束とブロック機能）

授業開始時に「端末は指示があるまで開かない

でください。」と指示がありました。活動内容が

伝えられ、端末利用の指示と同時に「待ってまし

た。」とばかりに児童は作業に取り組みます。誰

一人として作業に取り組めない児童はいません。

何を目的とし、何を行うのかがしっかりと伝わっ

ていました。

どのような授業においても、児童生徒が意欲を

持って取り組めるような「課題の設定」が大切で

す。しか

し、設定

した課題

がどんな

にすばら

しくても

聞き逃し

があって

はせっかくの課題も生きてきません。

さらに 1人 1台端末を利用する授業において

は、机の上にある端末に気をとられ、教師の指示

が届かず、活動開始時に作業に取り組めないとい

った様子を見ることがあります。主体的な学びに

は、まずは「教師の指示を聞く姿勢」が大切であ

り、本時の授業からは「聞く姿勢」の育ちを児童

に感じました。また、端末を利用した活動が一段

落し、考えの共有を図る際に、時間を指定し、時

間が来たら画面を「ブロック」し、作業をストッ

プさせ、次の指示を伝える場面がありました。

授業をされた先生からは「ロイロノートをよく

使いますが、作業を落ち着かせるためによく「ブ

ロック機能」を使います。「ブロック機能」を効

果的に使うことは「聞く姿勢」を育てる上で大切

であると思います。時間を決めて、その上でブロ

ックするとなお有効かもしれません。」という話

を聞くことができました。

ポイント２：児童の考えを認め、紹介する。

（提出箱をチェック、そして実況中継）

今回参観した授業で、児童の活動が始まるとす

ぐ、先生は机間指導を始めました。手にはキーボ

ードを外した指導者用端末(サーフェス)を持って
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います。先生は歩きながら、指導者用端末の画面

をチェックします。画面には提出箱に提出された

児童の回答シートが映し出されています。シート

を確認し

「○○さ

ん、もう

提出でき

てます

ね。この

考えは、

○○の方

法に近い考え方ですね。」「○○さんとは違う○○

の方法を考えているのが○○さんですね。この考

え方、先生はとても好きですね。」といった感じ

の実況が始まりました。

一方、児童は、エクセルで作られた複合図形の

問題に求積についての自らの考えをフリーハンド

で書き込

み、次か

ら次へと

回答シー

トを提出

箱に送り

ます。５

分程度で

２～３枚の回答シートを作成し送る児童がいれ

ば、一枚のシートの作成に時間をかけ、自らの思

考過程をしっかり記している児童もいます。思い

思いの作業に全ての児童が意欲的に取り組む様子

を見ることができました。まさしく「児童主体の

学び」です。

児童が生き生きと意欲的に学習に取り組むこと

が「児童主体の学び」の第一歩です。児童の「学

びたい」という気持ちを高めるために、「児童の

考えを認め励ます」ことはとても大切です。髙尾

先生が担任するこの学級では、授業の中で、「児

童の考えを認め励ます場」が絶えず用意されてい

ると感じました。その「考えを確認する」方法の

一つとして、指導者用端末とロイロノートの提出

箱機能がうまく活用されていました。

電子黒板等に提出箱の中から児童のシートを映

し出し、

「考えの共

有」や「ま

とめ」を行

うような授

業を見させ

ていただく

ことはこれまでもありましたが、今回のような指

導者用端末(タブレット）を持ち歩いて、提出箱

で児童の作業(思考)過程を確認し、その様子を学

級で共有する取り組みは、初めて見せていただき

ました。また、提出箱を確認すると思考につまず

いている児童もわかります。そのような児童には

机間指導で先生が直接声をかけることもできま

す。児童の「やる気」を高め、「学び」を深める

素晴らしい取り組みであると思いました。

○今後に向けて

授業後、先生に授業の中での１人１台端末を含

む ICT活用についてお聞きしました。

「１人１台端末を含め機器をどう使おうかと考

えることより、まずは使えるかなと思ったときに

どんどん使っています。特に視覚に訴えたいと思

ったときには、使います。いろんな使い方をして

いると、その中にうまく使えたなと思うことがあ

るので、そんなときには同僚の先生方と使い方を

共有するようにしています。児童が授業に楽しく

参加することが何よりと考えています。」とのお

話を聞くことができました。

主体的な学びに結びつけるために「どう使う

か」で悩むのではなく「まずは、使ってみる」

「使ってみたら良かった(主体的な学びにつなが

っていた）」という考え方の大切さを教えていた

だいた気がしました。今後の活用に向けて、参考

にしていただけるのではないでしょうか。

(文責 教育センター所長）

※今回の授業とは別に、先生には調査研究委員と

して植野小学校での ICT活用について紀要にま

とめていただいています。他の活用についても参

考にしていただければ幸いです。


